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はしがき

阪神淡路大震災以陣、鉄筋コンクリート(以下RC)構造物の耐震に関する研究が精力

的に行われるとともに、耐震設計法の大改訂が行われた。その結果、設計震度(地震荷重)

が大幅に引き上げられ、また地震後に要求される RC構造物の耐震性能に基づいて耐震設

計を行うことが明記されるようになった。これにより、 RC部材のせん断破壊を紡止し、

多くの靭性能が要求されるようになり、大量の鉄筋、特にせん断補強筋(または帯鉄筋)

が配筋されることになった。その結果、経済性、鉄筋の施工性およびコンクリートの充填

性が著しく悪くなる等大きな問題が生じている。このことは、単に鉄筋量を増やして、 R

C構造物の耐震性能を改善することに限界があることを示唆している。本研究は、 RC構

造物の地震被害を軽減させるために、鉄筋量を増やすのではなく、鉄筋とコンクリートの

相互作用などの原点に戻って、 RC部材の耐震性能を向上させる手法の開発を自的とした

ものである。即ち、鉄筋の付着性能を制御することによるせん断破壊の防止と靭性能の向

上、プレストレスを導入することによるせん断耐力の向上と残留変位の抑制に着昌して、

このような手法を用いてRC部材の耐震性能の向上を実験および解析的に明らかにしよう

とするものである。
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